
⽒　名 ⾺塲寛⼦　                                                             [学⽣番号︓2DS21008T　　　] 

1. 国（地域）名︓台湾

留 学 先

3. プログラム（コース）名︓⼤学間交換留学

留学期間

帰国⽇

留学費⽤

語学⼒

事前⼿続き（ビザ申請など）

ビザ

その他の事前準備

2. 機   関   名︓国⽴台北科技⼤学

　　　　　　　2023年    　　  2 ⽉　　〜      　  2023  年       6 ⽉   （合計   　　　    5 か⽉間）

　　　　　　　2023年      　　 6⽉      　　 23⽇

1. 留学にかかった総費⽤︓約（      　　　　　　　　      ） 円
2. 留学費⽤を負担した機関等を選んでください。（複数選択可）
　□受⼊機関　　■九⼤　　□JASSO　　■奨学財団　　　□私費
　□その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
3. 上記私費以外を選択した場合、助成、奨学⾦等の名称︓
　　（「海外留学⽀援事業」 （⼤学院 中・⻑期留学⽀援）・福岡よかトピア国際交流財団令和 4 年度「⽇
本⼈⼤学⽣留学奨学⾦（スタートアップ奨学⾦）」
1. どのような準備をしましたか。
IELTSの受験を利⽤して英語を勉強しました。
2. 出発時点のＴＯＥＦＬ等の公的試験の最終得点は、何点でしたか。
試験の名称︓（IELTS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
スコア︓　（　　　　　　6.5　　　　　　　　　　　　）点

1.　ビザの申請時期は︖
               　   出発前　　       ⼊国時　           その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
2.　取得したビザの種類はなんですか︖　（　停留ビザ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3.　ビザの申請先はどこでしたか︖
　　　　（台北駐福岡經濟⽂化辦事處・領務部　　　）

4.　ビザ取得までの所要⽇数は︖　　　　　（　　　　　　　　7）⽇

5.　申請に必要な書類を教えてください。
・⼊学許可書(原則原本必須)
・⼊学許可書のコピー 1通(A4)
・旅券･･･残存有効期限6ヶ⽉以上
・旅券のコピー 1通(A4)
・申請書 1通（⾒本）･･･旅券上と同様の署名が必要
・カラー写真2枚･･･サイズ[横3.5x縦4.5cm] / 頭部3.2〜3.6cm / 6ヶ⽉以内撮影
・在学証明書 1通･･･発⾏3ヶ⽉以内
・査証費⽤　 (受理後のキャンセル・返⾦不可)

その他、済ませておきべき準備があれば記⼊してください。（現地での現⾦調達準備、携帯電話購⼊、荷物運送
など）
⼤学から⿇疹・⾵疹のワクチン接種と結核検査を可能なら受診してほしいと⾔われたので準備しました。⼊国前に
完了している学⽣は台湾の⼤学でのワクチン接種と検査(有料)をパスできました。

芸術⼯学部・学府   留学報告書（2023）
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授業内容

・Urban Spatial Analysis and Representation 3 3

・Development of Modern Taiwanese Architecture 3 3

・Cinematic Urbanism Studies 3 3

1. あなたが履修した科⽬の概要・内容などを具体的に教えてください。
　　　　　　　（授業科⽬名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（週当たり時間数)(取得単位数）

・語学⾯の習得に努⼒した点や、専⾨分野での進歩につながる点などを記述してください。
IELTSでの勉強では建築分野で使う英語⽤語はなかなか出てこなかったため、授業資料を読んでその中で使われ
ている単語や⾔い⽅を授業中の発⾔やレポートで使うようにしていました。

2. 学年暦（学期・休暇）と現地での授業スタイル、予習・復習、試験等の準備について具体的に教えてくださ
い。
①学年暦︓授業開始/終了⽇を教えてください。
 　   Semester   　Ⅰ（　　　2/1　　-　　6/25　　　）  Ⅱ（　　　8/1　　-　1/15　　）
　    Quarter　 　　Ⅰ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）　Ⅱ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）
    　　　　　　　 　 　Ⅲ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）　Ⅳ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）

②授業スタイルはどのようなものでしたか︖
　　　　講義　　　　　　演習　　　　　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　１クラス⼈数　　（　　　　5〜15　　）⼈
　　気づいたこと︓受講した授業３つとも中間課題はリサーチプロジェクトのテーマと⼿法の提案、最終課題はレ
ポート＆プレゼンテーションというように、中間と最終課題をとおしてリサーチプロジェクに取り掛かる形でした。

③予習・復習について︓Cinematic Urbanism Studiesでは次週のテーマに沿った指定⽂献を読み関連する
建築と質問を考えてくるという課題がありました。授業中はテーマに関連した映画を鑑賞するのですが課題が予習に
なり映画の背景を理解した状態で鑑賞しました。Urban Spatial Analysis and Representationではその週
に学んだ解析ソフトの応⽤的な課題が出るのでそれを⽤いて復習をしていました。Development of Modern
Taiwanese Architectureでは毎週⼤量の台湾の建築家と作品が登場し、授業中はその名前をメモする程度
なので、授業後に改めて調べなおしたり実際に現地に⾜を運ぶなどしていました。

④試験︓中間では5〜10枚程度のスライドでリサーチプロジェクトのテーマと⼿法の提案、最終では10〜20枚の
スライドで調査結果の発表と3000〜5000字程度のレポートを作成しました。

4. 履修登録に関するカウンセリング等はありましたか。
　　　　　　　　　　　　　　　（  　　　　 はい 　 　　　　　 いいえ  ）
　　　「はい」の場合、具体的にどのようなものでしたか。
九⼤の研究室の指導教員経由で紹介していただいた科技⼤学の教授に受講予定の授業を伝えたところ、修⼠
研究と並⾏して設計スタジオの授業を受講するのはスケジュール的に厳しいのではとアドバイスをいただいたので変
更しました。

留学時に関しての質問

履修登録・単位認
定

1. 出発前に履修登録はできましたか。（             はい　　          いいえ）

2. 到着後の履修科⽬の変更・追加はできましたか。
　　　　　　　　　　（  　　　　　 はい 　           　 いいえ  ）
　　「はい」の場合、どのような⽅法で変更・追加しましたか。
       □窓⼝　　　□電話　　■オンライン　　□メール
       □その他︓（   　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

3. ⼀学期あたりの履修科⽬・単位数は︓（　　　　　3） 科⽬　　（　　　  3 ） 単位
　　　　　　　（  　　　多すぎた　　　　　ちょうど良かった 　　　　　　　少なかった  ）
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交通事情と留意点

居住環境

（⽣活費の内訳/⽉平均）

学内施設・環境等

　　　寮︓（　　　　　　2） ⼈部屋（1 ⽇　　  ⾷付）、　　　　　     ホームステイ
　　　⺠間アパート　      その他（   　　    　　　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　）
・住居はどのようにして探しましたか。
⼤学の⼊学申請の際に⼊寮希望をしました。

⽣活費計（　　　　　　　　　10）円/⽉

4. ⼤学内は安全でしたか。
                 　（ □九⼤より安全 　 ■九⼤と変わらない 　 □あまり安全ではない  ）
・あまり安全ではないと感じた点は、どんなところですか

・学内で安全について特に気をつけていたことはありますか。
特にありません

1. 通学などに関しての交通事情や留意点について記⼊してください。
寮は学校の敷地内にあるので特に通学中に留意することはありませんでした。
通学以外だと学⽣証についている交通カード(Easy card)を利⽤すればMRTの運賃が少し割り引かれるようで
す。

③ 図書館   （■利⽤しやすい 　□ 普通  　□利⽤しにくい　□利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓⽉〜⼟:8:30~22:00, ⽇:9:00~17:00 ⼊館・貸出返却は学⽣証

④ 運動施設  　（□利⽤しやすい 　□ 普通  　□利⽤しにくい　■利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓

⑤ 学⽣⾷堂  　（■利⽤しやすい 　□ 普通  　□利⽤しにくい　□利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓7:00~21:00 ⼟⽇8:00~21:00

⑥ クリニック/ヘルスセンター
 　              　（□利⽤しやすい 　□ 普通   □利⽤しにくい　■利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓

⑦ 学内通信環境    （■利⽤しやすい 　□ 普通  　□利⽤しにくい）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓ウェブサイトで学籍番号とパスワードを⼊⼒して利⽤

② プロジェクトルーム、研究室などの作業スペース
　　　　　　　　（□利⽤しやすい 　□ 普通  　□利⽤しにくい　■利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓

1. International Office のサポート体制
       （□利⽤しやすい 　■ 普通  　□利⽤しにくい　□利⽤しなかった）
具体的に︓学期が始まる前は⼊学⼿続きの案内ついて、学期中は交流イベントの共有などをしていただきました。

2. 留学先⼤学の教員のサポートについて（コミュニケーションはうまくとれていましたか︖）
具体的に︓履修登録の際はメールや対⾯などで授業内容の説明を丁寧にしていただきました。

3．各学内施設の使いやすさについて記⼊してください。また、利⽤可能時間や具体的な利⽤⼿続き⽅法をそれ
ぞれ記⼊してください。
① ⼯房　　　（□利⽤しやすい 　□ 普通  　□利⽤しにくい　■利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓
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⽇本から持参した⽅
がよいもの（PCや変
圧器の要不要も）

お⾦の管理や受け
取りについて

今後の進路予定

提出⽇ 　　　　　　　　　　　　　　　2023年　　　　　　　7⽉　　　　　　　19⽇

2023年6⽉改訂

　　　就職　　（　　　2024　年　　　4　⽉）から
　　　⼤学院進学
　　　　（　　　　年　　  ⽉）から　（　　　　　　　　⼤学　　　　     　　　　　　　　学府/研究科）
　　　その他　（具体的に︓　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

PCは授業で必須でした。変圧器は必要ありません。
洗剤やシャンプー関係も現地のドラッグストアで簡単に⼿に⼊るし⽇本製品もあるので特に困りません。
また台湾は⾄る所にウォーターサーバーが設置してあるので⽔筒を持参すると良いと思います。

1.銀⾏⼝座は開設しましたか　（   　　 はい  　　　　いいえ　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
差し⽀えなければ、開設した銀⾏名を教えてください。（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・どのよう
な⼿続きが必要でしたか︖

2.その他、現地でのお⾦の管理や受け取り⽅法について、良い⽅法があれば教えてください。
私⾃⾝は福岡銀⾏のキャッシュカードの海外キャッシングサービスを利⽤してATMからお⾦を引き出していましたが、
それと併⽤してデビットカードを利⽤している友⼈もいました。現地のATMでキャッシュカードを使ってみるまで不安
だったので複数⼿段を持っていると安⼼かと思います。

治安状況
（学外）

渡航先の治安は
　（□⽇本より良い 　■⽇本と変わらない 　□⽇本より悪い 　□⽇本よりかなり悪い）
・特に近づかない⽅がよいと感じた地区や場所はありましたか。
特にありません。

⽣活費（⽉額）

住居費︓約（　　　　　　　1万　）円、　光熱⽔料︓約（　　　　　　　　　　）円

⾷  費︓約（　　　　　　　5万　）円（外⾷の⽬安は 　　　500〜1000  円/回）

通信費︓約（　　　3600 　　）円（現地および⽇本の携帯電話、インターネット)

交通費︓約（　　5000〜10000　　　　　）円、

その他（具体的に交際費や観光　）︓約（　　　　2万　　　）円
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